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Thealterativeprocessofcultivatedriceandthe

developmentofricecultivationinBurmaduring

theperiodfrom the‡'yu Kingdom tothe19th

century wereinvestigated on thebasisofdata
obtainedfrom ricehusksembeddedin oldbricks

usedinancientarchitecturalstructures. A total

of82bricksamplescollectedatseveralhistorical

sitesin CentralBurmawereinvestigated. The
characteristicsofcultivatedriceweredetermined

bythegraintypesintermsoflengthandwidthof

ricehusks:theroundtype(Atype),thelargetype

(Btype),andtheslendertype(Ctype)corresponded

toearly-maturingpaddy,uplandrice,andlate-

Ⅰ は じ め に

ビルマ史にあらわれるこの国の稲作は,二

つのイベントを特筆大書するの が通例 で あ

る｡パガン王朝時代にはじまる上ビルマの大

規模津概稲作の開始と,19世紀のイラワジ ･

デルタ開発による米プランテーションの展開

とである｡｢チャウセを支配するもの,上ビル
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た ｢熱帯アジアにおける栽培稲の起源と変遷調
査｣で得た資料をもとにとりまとめたものであ
る｡
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forSoutheastAsianStudies,KyotoUniversity

maturlngpaddy,respectively.

Theroundtypewaspredominantinbricksmade

duringthef'yuKingdom andthePaganDynasty

andremainedsouptothe19thcentury. How一

ever,theslendertypebegantoappearwithhigher

frequency,mainlyintheareasurroundingKyaukse,
inthe12thcenturyandgraduallyincreasedduring

the Sham-Burmese Dynasty and tlle Toungoo

Dynasty･ Theseresultssuggestthatearly-matur-

ing varietieswerewidely cultivated in Central

Burma beforelate-maturing varieties,presently

themostcommontypeinBurma,begantobe

extensivelyintroducedinthelate19thcentury.

マの王者を擁立 し得る者となる｣[--ヴェイ

1976:35]といわれたように, 王朝時代を通

じて,Kyaukseを中心とする地方はもっとも

重要な港概稲作地帯であった｡また,デルタ

開発後には,輸出経済に占めるデルタ産出米

の重要性のゆえに, ビルマの稲作といえばデ

ルタ稲作であるといわれるほどにまで,飛躍

的な米生産の発展がこの地で達成された｡ビ

ルマの稲作が,際立 った生産力展開を示 した

二つの地域で代表されてきた所以である｡

たしかに,両地域は,前者の場合は濯概維

持組織の発達とそれに伴う栽培技術の安定化

のゆえに,また後者の場合は栽培可能面積の

飛躍的増大のゆえに,いずれもビルマの稲作
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の発展過程において際立った生産力の展開を

示 した地域である｡ しかしながら,ビルマの

稲作展開の全過程を, 二つの主要稲作地帯の

歴史だけから語ることは正 しくない｡部分の

強調は,えてして全体像をゆがめかねない｡

例えば,現在のビルマの稲作を概観しても,

これらのはかにシャン州やカチン州の陸稲栽

培,アラカン州やモン州海岸平野あるいはデ

ルタ周縁部における天水稲作,そして各地で

行われる乾季稲作など,立地に適応した種々

の タイプの稲 作が成立 してい る [渡部 ら

1980:344-355]｡ このような現在認められる

稲作の地域的な変異は,当然ながら過去にお

いてもみられたものであり,一地域に限って

もさまざまな局地的変異が存在 したものと考

えられる｡史料からうかがえるあるタイプの

稲作技術が,たとえ特定地域の稲作の特徴を

示すものではあっても,その技術が当該地域

全てを被 っていたとは考え難いのである｡ 王

朝時代を通 じて国王による専制的支配がビル

マ国土に遍 く及んでいたとは考えられず,ま

してや ｢遠隔の静穏な田舎に於ては,大部分

の住民はその長老又は酋長によって治められ

ていた｣ [--ヴェイ 1976:495]ことを考

えれば,Kyaukseの濯翫稲作といえども,そ

れが当時どの程度まで同地方の普遍的な技術

であったのかが明らかにされる必要があるの

ではなかろうか｡

総体としてのビルマの稲作の展開過程が明

らかにされるためには,先に述べた際立 った

二つの地域の稲作にスポットをあてるだけで

は不十分であり,各時代にわたる諸地域の稲

作技術や栽培稲そのものの変化の過程につい

ても考慮される必要があろう｡ こうした視野

に立つことによって,アジア全域における稲

作の展開のなかでビルマの占める位置づけも

はじめて明らかになると思われる｡

筆者のひとり渡部は,アジア栽培稲の起源

と伝播に関する調査をアジア各地で実施 して
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おり, その一環としてビルマにおいても過去

2回の調査を田中らとともに行なった｡1) 本

稿は,これら調査の結果から推定される栽培

稲の変遷過程にもとづいて,ビルマにおける

稲作の展開過程について考察 しようとするも

のである｡ 本稿では,まず2度の現地調査の

方法と結果を詳述 したのち,栽培稲の変遷と

それから推定される稲作の展開過程を考察に

おいて述べることとする｡

Ⅲ 調 査 の 方 法

1. 調査地域と調査対象

筆者らが東南アジアや南アジア各地の栽培

稲の変遷を調査するにあたって資料としたも

のは,古建造物の建設に利用された煉瓦の中

に含まれる稲籾殻である｡ すなわち,煉瓦中

の粗殻の形態から建造物創建当時の栽培稲の

種類を推定し,これらの時代的 ･地域的分布

から栽培稲の変遷を明らかにしようとした｡

ビルマにおいては,王朝時代のみならず,それ

以前のビュー時代においても多 くの煉瓦建造

物が建設されているので,この方法は他の東

南アジア地域と同様きわめて有効であった｡

2回のビルマ調査は,BurmaProperと呼

ばれる上 ビ ルマおよび下ビルマの各地で主に

実施された｡第 1回調査 (1974)の主な調査

地域は,Srikshetra,Beikthano,Halingyiな

どのビュー族遺跡,Pagan,および Mandalay

とその周辺地域で,第 2回 (1979)には,罪

1回と同 じPaganおよび Mandalay周辺地

域のほかに,シックン川流域 や シャ ン州 の

Taunggyl, そしてデルタ地帯 Myaungmya

1)調査期間は,第1回が1974年11月から約1カ月,
第2回が1979年1月から約1カ月半で,各調査
結果は海外学術調査 (調査総括)の成果刊行物
としてWatabeeiaZ.[1976;1980]にまとめられ
ている｡また,第1回調査にもとづく結果から,
熱帯アジアの他地域との関連を述べた部分は渡
部 [1977]を参照されたい｡
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県の Myohaungなどで

も調査を実施 した｡ これ

ら各地域における全ての

調査地点の位置を図1に,

また,各調査地点で調査

対象とした建造物やその

推定建設年代などを付表

に示 した｡古煉瓦は全て

ビルマ考 古 局 の協 力に

よって採集 したものであ

る｡主 な採集 地 点 とそ

こで得 られた資料につい

て,以下に若干の説明を

加えることとしよう｡

まず ビュー族遺跡につ

いては,第 1回調査では

Promeの南東約8キロメ

ー トルに位置する Srik-

shetra,Taungdwingyl
の西 約19キロメー トル

の ISeikthano, そ して

Shweboの南約18キロメ

ー トルの Halingylにお

いて,第 2回調 査 で は

Kyaukse県 Kumeの南

東約 6キロメー トルに位

置す る Maingmaw で煉

瓦を 採集 した｡ この う

ちもっと も古 い遺 跡 は

図1 第1回,第2回調査の調査地点と地点番号
第1回調査の地点番号は細字で,第 2回調査の地点番号は
太字で示されている｡

Beikthanoで,考古局に

よる発掘調査の結果か らその建設年代は紀元

後 1- 5世紀 ごろと推定されている [Aung

Thaw 1968:6]｡】〕eikthanoでは東側城壁

と発掘地点番号 No.3および N｡.5の建造

物基壇か ら資料を採集 した (資料番号はそれ

ぞれ IL74-05,B-741)6,B-74-07である｡

以下,第 1回の調査で得 られた資料は B-741

第 2回で得 られた ものは B-79の整理番号で

示す)｡糸己元 後 9世紀ごろまで 栄えたとされ

る [AungThaw 1972:33]Srikshetra と

Halingyiでは,それぞれ 2点ずつの資料を採

集 した｡SrikshetraではPayagyiPagodaの

基痩部 (B-74-03)と城虻内壁の東南隅 (B-

74-04)が,Halingyiでは城比内の王宮比 と

推定される基壇部(B-74-21)と城址南門(B-

74-22)が採集地点である｡

Maingmaw は1973年に発見 され た ビュ

ー族の城虻と推定される遺跡 で あ る [Aung
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Myint 1977:14]｡考古局による数回の発掘

調査で得 られた出土品から,その建設年代は

紀元後 5世紀前後にさかのぼるといわれてい

るが,正確な年代同定は今後の調査をまつ必

要があろう｡ 本稿では,ひとまず10世紀以前

の遺跡とした｡城虻の外壁北西部と南東部か

ら各 1点 (B-79-01,05),内壁北部で 1点 (B-

79102),外壁の南西外側の墓地 と推定される

発掘現場,および城址の中心部に位置する王

宮虻と推定される基壇部か ら各 1点を採集 し

た (B-79-03,04)0

ビュー時代に続 くビルマ最初の王朝である

パガン王朝の都がおかれた Paganでは,両

調査とも資料を採集することができた｡第 1

回調査では,Paganでもっとも古い建造物の

ひとつである Sarabha門から1点 (B-74-

14),そして11世紀から13世紀にわたるこの王

朝時代に建立されたいくつかの寺院か ら6点

(I3174-08-13)を採集 した｡いずれも,寺院

基壇部かあるいはその上に散乱する煉瓦を採

集 したものであるO 第 2回調査では8点 (B-

79-34-41)の資料を採集 したが,そのうち5

点は第 1回調査と同じ建造物から採集されて

いる｡ すなわち,Wetkyi-inKubyaukkyi寺

院 (B-74-13,B-79136),Abeyadana寺院 (B

-74-09,B-79137),Nagayon寺院 (B-74110,

B-79-38),Ananda寺院 (B-74112,B-791
40),そして Sarabha門 (B-74-14,B179-41)

である｡ 第 2回の調査の際には,1975年の地

震によって被害をうけたパゴダ ･寺院群の修

復が行われていたため,考古局の配慮により,

Gawdawpalin寺院や Ananda寺院の尖塔部

の煉瓦を採集することができた｡

パガン王朝崩壊後のシャン族およびビルマ

族 諸王朝 の時代に都がおかれた,上 ビ ルマ

の中心地 Mandalay およびその周辺地域で

も, 多 くの資料を採集 した｡ 主 な採集地 は

Sagalng)Amarapura)Ava,Pinya)Mandalay

の歴史的建造物である｡この地域における両
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調査の調査地点は付表にゆずるが,そのうち,

MingunPagoda(B-74-36,B-79107),Tadau

のMingalazediPagoda(B-74-33,B-79-14),

Pinyaの ShwezigonPagoda(B174-32,B-

79-16),Myingsaing城虻の城壁 (B-74-30,

B-79-18),および Kaunghmudaw Pagoda

(B174-29,B-79-21)では,第 1回,第 2回と

もほぼ同様の個所か ら資料を採集 した｡

第 1回調査では以上の各地域から総計36点

の資料を採集 したが,第 2回調査ではそのほ

かに前回調査でカバーできなかった地域でも

資料を採集 した｡

まずシックン川流域ではYamethin,Toun-

goo,Peguにおいて資料を採集 した｡Yame-

thinの城壁はアヴァ時代の初期に建設された

もので,現在ではその南西隅と北側一部が残

存するにすぎない｡B-79-27は城壁南西隅か

ら筆者 らが直接採集 し,B179-45は北側残存

部分で採集された煉瓦をのちに贈与されたも

のである｡Toungooは トング-王朝の初期の

都で,Toungoo市西部に現在 も都城創建当時

の外壁と内壁が残っている｡ ここでは各城壁

か らそれぞれ B-79-28と B-79-29を採集 し

た｡ 次に,Peguでは,Pegu市南郊に位置す

るKyaikPunPagodaの崩壊 した基壇部分
(B-79-30)と,初期ペグ一時代に建設された

城壁虻の南側部分(B-79-31)か ら資料を採集

した｡第 1回調査でもPeguでは2点 (B174

-01,02)の資料を採集 しており,これらには

粗殻の混入が認められなかったけれども,節

2回調査で得 られた資料からは若干数の籾殻

ではあったが,その混入を認めることができ

た ｡

次に,シャン州の Taunggyi周辺では,イ

ンレ湖岸の Nyaungshwe付近で3点 (B-791

24-26)の資料を採集 した｡そのうち2点は

Shwenyaungか ら Nyaungshweへの途上の

Bodithat村に残るBodithatPagoda(B-79-

24)とパガン時代の建設になる Bodithat城
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班 (B-79125)からの資料である｡シャン州か

らは,ほかに,Loilem県 Maingpun村にあ

る,Alaungsithu王により建立されたと伝え

られるパゴダからも煉瓦を収集 しているが,

これは Taunggyiの農業普及員の採集にな

るものである｡ なお,シャン州ではないが,

Meiktila県 Thaziの東約16キロメー トルに

位置する HlaingTet村に残るパガン時代の

城虻からも資料 (B-79123)を採集 した｡

最後に,イラワジ管区 Myaungmyaの東南

約11キロメー トルに位置するMyohaung村

で,14世紀にモン王 Laukpyaによって建立

された ShwezigonPagodaから2点の資料

を採集 した｡パゴダ基壇部に散乱する煉瓦を

集めたものが B-79-32で,B-79-33は河川

によって浸蝕されたパゴダ敷地の崩壊部に散

乱する煉瓦を採集したものである｡

第 2回調査では,以上に概説した調査地点

およびその他の地点から,46点の資料を採集

した｡ すでに述べた第 1回調査の資料を含め

ると,総計82点の資料を採集したこととなる｡

これら資料のうち,第 1回調査の際に Pegu

で採集 した2点 の資料 (B-741()1,02)と,

Paganの Sulamani寺院で採集した資料 (B-

74-ll)中には籾殻が含まれていないか,ある

いは完全な籾型をとどめる籾殻が含まれてい

なかった｡また,第 2回調査でも,Avaで採

集された B-79-13,Toungoo,Peguで得 られ

た B-79-29,B179-31などからは,粗型を推

定するにたる十分な数の完全籾が得 られなか

った｡従って,これらの資料は後述の粗塾判

定のための資料からは除外することとした｡

なお,資料の年代同定にあたっては,ビル

マ考古局,ビルマ歴史委員会の協力を得ると

ともに, 可能な文献資料を参考としたが,2)

なお同定できなかった資料もい くつか あ っ

た｡ すなわち,第 1回調査で Amarapuraに

近い TaungthamanSiteで採集 した資料 (B-

74-18,19)は推定年代が不確実なために,ま

た,第 2回調査で得 られた, ビュー時代と推

定されるWadi(B-79-42,44)の遺跡からの

資料も厳密な年代同定が困難であったので,

後述の籾型の変遷 を知 るための資料 とはせ

ず,煉瓦中に含まれる籾殻の計測だけにとど

めることとした｡

2. 籾殻の計測と籾型の決定

前節で述べた資料から,煉瓦中に含まれる

全ての籾殻をとり出し, もとの粉殻の形を完

全にとどめている完全籾だけを選んで,その

粗長と籾幅を計測した｡煉瓦中には,たとえ

多 くの籾殻が混入されていても,通常,完全

な粒型をとどめる籾殻は少なく,とくに梓先

の部分が不鮮明なものが多い｡計測にあたっ

てはこれらを除き,完全籾だけを対象とした｡

以上の計測値から各資料の平均籾長と平均籾

幅を算出し,両平均値から粗品/籾幅比 (良

幅比)を求めた｡

次に,資料中に含まれていた全ての完全籾

の粗品と籾幅を,松尾 [1952:9]の稲品種の

分類法に従って粗長 ･籾幅相関図(図 2参照)

に記入し,各資料の粗型を決定 した｡図 2に

は一例として,SrikshetraのPayagyiPagoda

で採集された資料 (B174-03)の籾長 ･粗幅の

分布を示 した｡図中に示された,A･B･C

3群への籾型の分類は松尾が稲品種の種生態

学的分類に用いたもので,稲の形態的 ･生態

的諸形質と三つの籾型との問には密接な関係

が認められている[同上論文 :28]｡A型はラ

ウンド･タイプ(短粒種)で,現在わが国をは

2)調査地域全域の考古学的遺跡ならびに歴史的建

造物に関してはビルマ考古局の UÅungThaw
氏から,また Paganおよび Mandalay周辺地
域の建造物に関しては,それぞれ考古局の U
Bokay氏,ビルマ歴史委員会のUMaungMaung
Tin氏から直接のど教示をうけた｡なお,年代
同定についてはさらにAungThaw[1968;1972]
や Anonymous[1960(Reprint)]などを参考とし
た ｡

151



東南アジア研究 19巻2号

2 3 4 (m叫
籾 幅

図2 枚長･籾幅相関図[松尾 1952:9】と籾型
判定の一例

じめ中国,朝鮮半島などに主に栽培されるジ

ャポニカ種,あるいはジャポニカ類似種の粗

型である｡B型は籾長 ･籾幅ともに大きいラ

ージ ･タイプ(大柾種)で,この稲はジャヮ,

スマ トラ,フィリピンなどの東南アジア島峡

部や欧米に主として栽培される｡_また,わが

国の陸稲を含めて各地の陸稲にはこのタイプ

のものが多い｡分布の中心がジャワ島にある

ことからジャバこカとも呼ばれるタイプであ

る｡そして,C型は中国南部,東南アジア大

陸部,インドに現在広 く分布するスレンダー

･タイプ (長粒種)で,熱帯アジアの典型的

なインディカ種の籾型である｡

ところで,図2に一例を示 したように,資

料中に混入されている粗殻がひとつの籾型に

属さず,二つあるいは全ての籾型にわたるこ

とがある｡むしろそういった場合の方が一般

的ですらある｡そこで,仝計測粗数に占める
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各籾型の割合を参考として,各資料の籾型を

決定することとしたo例えば図2の B-74-03

の場合は,全計測枚数26に対 してA型に属す

る粗が13.5粒, B型が5粒, C型が7.5粒と

なり,3)各籾型の占める割合はA型52パーセ

ント,B型19パーセント,C型29パーセント

と算出される｡以上の手順で算出した各籾型

の割合を基礎に,各資料の籾型を決定した｡

すなわち, 1資料中に,あるタイプの粗殻が

全測定枚数の80パーセント以上を占める場合

には,そのタイプを優占種として以下の結果

では籾型に**を付 し,50パーセント以上を占

める場合には*を付してその籾型が過半を占

めることを示 した｡なお,全計測籾数の10パー

セント未満にすぎない場合には,その籾型を

結果には示さないこととした｡従って,再び

ち-74-03に戻れば,この資料の籾型はA*,B,

Cの籾型を含むものであるという結果が得 ら

れたこととなる｡

3. 測定上の-,二の問題点

測定値に再現性が存在するか否かは,この

種の調査方法 ではもっとも重要 な問題で あ

る｡本調査ではそのことを考慮して,前後 2

回の調査において,いくつかの地点で同一の

建造物から資料を採集 して比較している｡い

うまでもないが,同一建造物といっても何万

という煉瓦から構築されているのが一般的で

ある｡時期を別にして任意に選んだ2回の煉

瓦中の粗の汎走値を比較し,資料としての均

一性を検討してみた｡

図3は,両調査で同一地点から採集した資

料について,それぞれに含まれる各籾塾の割

合を示 したものである｡これから明らかなよ

うに,Paganの Nagayon寺院 (B-74-10,

B-79-38)と Pinyaの ShwezigonPagoda

3)籾長 ･粗幅相関図のA･B･C3籾型の境界線
上に位置する籾は,境界される両籾型にそれぞ
れ0.5粒ずつ属するものとした｡
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調 査 年 7479 7479 7479 7479 7479 7479 7479 7479 7479 7479

資料番号 1441 0937 1240 1038 1336 3018 3216 3314 2921 3607

Sarabha Abeyadana Ananda Nagayon Wetkyi-In Mylng- ShwezlgOn Tadau, Kaunghmudaw Mrngun

門 寺院 寺院 寺院 Kubyaukkyl Sa･ng Pagoda M'ngalazedl Pagoda Pagoda

寺院 城祉 pagoda

図3 同一調査地点で採集された資料の籾型割合の比較

各調査地点の左側棒グラフが第1回謁査の･右側棒グラフが第2回調査の籾塾割合を示す｡
各資料の粗型割合は左から順にA型,B型,C型の割合であるO

(B-74-32,B-79-16)の2組についてはやや

問題があるが,その他の全ての組について,

籾型割合はきわめて類似していることがわか

る｡このことは, ある地点における粗型分布

の相対的判定にあたって,この方法がかなり

信頼性の高い再現性を示すものといえよう｡

従って,以下に両年度の測定値をこみにして

考察する場合にも,問題とすべきほどの支障

はないものと考えられる｡

また,煉瓦に混入された籾殻が焼成の際の

高熱により,その粗長 ･籾幅などに変化をう

けてはいないか,という疑問は当然出てくる

に違いない｡籾型決定の基準とした松尾の分

類法はなまの籾を材料としたのに対して,こ

こで試料とされた粗殻は焼成時の高温による

変化をうけているからである｡

この点を明らかにするために,なま籾と粘

土とをこねたうえで,それぞれ300度,500度,

800度で焼成する実験を試み,試料中の籾長･

籾幅の変化を調べることとした｡その結果,

加熱するにつれて籾長･籾幅とも縮少するが,

500度以上ではほとんど一定の値となり,籾長

では平均 して0.6パーセント,籾幅では1.5パ

ーセント程度縮少することが確認された｡従

って,なま籾にくらべて長幅比は若干高くな

り(1パーセント前後),実際の籾型よりもわ

ずかに細長い形として資料中の籾型が決定さ

れることになるものの,この程度の変化であ

るならば,焼成による影響を考慮 しないで計

測値をそのまま使用 しても全 く支障がないこ

とが明らかとなった [渡部 1977‥45]｡

Ⅲ 結果- 籾型の地域的 ･時代的分布-

前章で述べた手順に従って計測された籾長

･粗幅の平均値と長幅比,および各粗型の割

合と,それにもとづいた各資料の粗型の判定

結果を示 したものが表 1である｡これらの結

果にもとづいて,まず地域ごとにみた粗型の

分布と変遷について述べる｡
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蓑1 資料中の完全枚数,籾長 ･籾幅および籾型の判定結果

資料番号 完全枚数 粗 長
ぐnl仰E

粗 幅 長幅比
籾型割合(%)

(mm) A B C

第 1 回 調 査

B-74-01 0

B-74-02 0

B-74103 26 7.32士0.68 3.25±0.28

B-74-04 47 7.27±0.57 3.14士0.30

Bl74-05 36 6.90士0.61 3.16±0.22

B-74-06 49 6.91士0.62 3.26士0.27

B-74-07 43 6.70士0.56 3.16士0.23

Bl74108 9 6.57±1.02 2.94土0.47

B-74-09 32 7.16±0.78 3.25士0.31

B-74-10 24 6.36±0.48 3.05士0.33

B-74111 0
B-74-12 38 7.20士0.48 3.21±0.22

B-74-13 19 7.28±0.49 3.34士0.35

B-74114 25 6.73士0.59 3.03士0.28

B-74-15 29 7.08士0′.72 3.08±0.43

B-74-16 24 7.25±0.67 3.22士0.37

B-74-17 43 7.18士0.47 3.16士0.24

Bl74118 21 7.46j=0.47 3.26iO.25

B-74-19 40 6.89±0.56 3.06土0.28

B-74-20 24 7.24士0.61 3.07士0.28

B-74-21 37 7.26±0.58 3.24±0.23

B-74-22 40 7.01土0.50 3.28士0.24

B-74-23 39 7.19±0.49 3.24士0.23

B-74-24 10 6.58±0.67 3.09±0.33

B-74-25 35 7.30士0.60 2.98±0.25

B-74-26 15 6.69±0.55 3.18±0.39

B-74127 19 7.03j=0.52 3.12j=0.30

B-74-28 39 7.23±0.45 3.31±0.25

B-74-29 45 7.44±0.69 3.05±0.38

B-74-30 38 7.23±0.62 3.08±0.26

B-74-31 23 7.25±0.63 3.04土0.33

B-74-32 34 7.26士0.75 2.90±0.39

B-74-33 16 7.51±0.58 3.17±0.28

B-74-34 18 7.15±0.52 2.99±0.19

B-74-35 21 7.44士0.53 3.18±0.27

B-74-36 22 7.35±0.44 3.24±0.31
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･
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･
3

2
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2
･
3

2
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2

5

1

8

1

2

3

0

8

52 19 29 A*BC

54 13 33 A*BC

79 6 15 A*C

83 6 11 A**C

92 0 8 A**

89 11 0 A**B

67 20 13 A*BC

96 0 4 A**

4 75 5 20 A*C

7 58 16 26 A*BC

2 82 6 12 A**C

9 55 14 31 A*BC

5 69 17 14 A*BC

7 69 2 29 A*C

8 45 14 41 ABC

5 75 3 22 A*C

5 54 8 38 A*C

4 61 12 27 A*BC

13 84 5 11 A**C

21 74 8 18 A*C

12 100 0 0 A**

44 47 3 50 AC*

10 87 7 6 A**

25 79 0 21 A*C

18 68 10 22 A*BC

43 44 8 48 AC

34 50 4 46 A*C

38 59 13 28 A*BC

50 38 6 56 AC*

36 41 25 34 ABC

39 56 0 44 A*C

33 33 12 55 ABC*

26 52 9 39 A*C

第 2 回 調 査

B-79-01 8 6.85:土0.39 2.84士0.28

B-79-02 14 7.11±0.48 2.94±0.38

Bl79-03 14 6.66士0.39 2.79士0.37
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ち-79-04 22 7.37±0.58 3.35±0.44

ち-79-05 15 7.29±0.54 3.15±0.17

ち-79-06 50 7.14±0.64 3.11土0.19

B-79-07 42 7.37±0.69 3.12±0.34

B-79-08 34 7.20±0.68 3.09±0.39

B-79-09 20 7.02±0.55 3.24±0.28

B-79-10 21 7.12±0.69 3.06±0.41

ち-79-11 11 7.26±0.74 3.11±0.27

B79112 25 7.35士0.66 3.38士0.28

ち-79-13 3 7.58士0.23 3.22±0.49

ち-79-14 39 7.12±0.59 3.23±0.24

ち-79-15 42 7.16±0.47 3.15±0.28

B-79-16 29 7.48士0.53 3.33±0.30

ち-79-17 23 7.09±0.59 3.34±0.26

B-79-18 40 7.12±0.47 3.13士0.25

B-79-19 8 7.22士0.50 3.42j=0.38

ち-79-20 16 7.11±0.51 3.24±0.25

B-79-21 8 7.20±0.58 3.16±0.34

B-79-22 8 7.35±0.43 3.31±0.34

B179-23 51 7.15±0.48 3.07±0.29

B-79-24 8 7.44±0.58 3.34士0.36

B-79-25 15 6.88±0.31 3.13±0.32

ち-79-26 17 7.34±0.85 3.25±0.36

ち-79-27 52 7.37土0.79 3.19±0.26

ち-79-28 24 6.68±0.38 3.29士0.21

B-79-29 o

ち-79-30 9 7.13±0.57 3.22±0.35

B-79-31 2 7.19±0.46 3.33±0.04

ち-79-32 18 7.47±0.71 3.23±0.31

B-79133 49 7.09±0.54 3.33±0.31

B-79-34 20 6.90±0.60 3.14±0.40

ち-79-35 41 7.09±0.77 3.09±0.29

B-79-36 42 7.45±0.56 3.20±0.36

ち-79-37 33 6.86±0.54 3.34±0.20

ち-79-38 42 7.24±0.58 3.08±0.32

ち-79-39 27 6.81±C1.73 2.94±0.35

ち-79-40 35 6.77±0.58 2.89±0.30

ち-79-41 16 6.64=ヒ0.71 2.95:土0.23

B-79-42 9 7.11±0.71 3.33±0.25

B-79-43 50 7.17±0.64 3.07±0.33

ち-79-44 7 7.20=ヒ0.52 2.99±0.26

ち-79-45 24 7.17±0.55 3.05±0.20

B-79-46 7 7.19±0.73 3.35±0.39
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I
63
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31
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56
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49
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77

56

48

0〇

一

l

20 32 ABC

10 43 AIiC

4 36 A*C

16 37 ABC

7 44 AC

13 17 A*BC

9 33 A*C

27 28 ABC

24 22 A*BC

8 29 A*C

8 35 A*C

31 38 ABC

13 13 A*BC

3 31 A*C

19 12 A*BC

l1 25 A*BC

19 25 A*BC

22 30 AI∋C

2 49 AC

25 19 A*BC

O 23 A*C

31 13 A*BC

17 35 ABC

0 0 A**

2.21 72 0

2.16

2.31 50 25

2.13 66 14

2.20 68 10

2.29 61 6

2.33 41 18

2.05 89 8

2.35 46 19

2.32 72 6

2.34 63 0

2.25 81 3

2.14 66 17

2.34 48 10

2.41 43 7

2.35 52 4

2.15 57 29

28 A*C

25 A*BC

20 A*BC

22 A*BC

33 A*C

4l ABC

3 A**

35 ABC

22 A*C

37 A*C

16 A**C

17 A*BC

42 ABC

50 AC*

44 A*C

14 A*BC
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1. 地域別にみた籾.型の特徴

1) Beikthano(B-74-05-07)

これら資料に共通する特徴は,いずれもA

型の籾を優占種として含む点である｡ A型が

IL74-05で79パーセント,06で83パーセン

ト,そして07で92パーセントを占める一方,B

型の籾は非常に少なく,C型も10パーセント

前後を占めるにすぎなかった｡長幅比も2.ll

-2.18の範囲にあり,いずれの資料も典型的

な短粒種の特徴を備えている｡

2) Srikshetra(B174-03,04)

Beikthanoが乾燥畑作地帯に位置したのに

対して,Srikshetraはイラワジ ･デルタから

北-連なる下ビルマ古デルタ稲作地帯の最北

端に位置する｡ 数力村が城地内にあり,城虻

外壁内部では現在では小規模な漕概稲作が行

われている｡ここで採集された二つの資料の

籾型割合は酷似しており,A型がわずかに50
パーセントを上回り,次いでC型が約30パー

セント,残りがB型であった｡比較的短粒種

を多 く含むものの,長粒種もけっして少なく

はなかったといえよう｡

3) Shwebo周辺 (B-74-20-23)

Shwebo周辺地域で採集された資料は,ど

ュー族遺跡 Halingyiの 2点と,その遺跡近 く

のShwegugyiPagodaの1点,およびShwebo

市内の ShwetansaPagodaの1点,計 4点

である｡ 時代的には Halingyi遺跡のものが

もっとも古 く, 次いで ShwegugyiPagoda,

ShwetansaPagodaの順となる｡Halingyi遺

跡からは,A型が優占種となる資料と過半を

占める資料とが得 られており,それぞれ84パ

ーセント, 61パーセントの割合 となった｡

ShwegugyiPagodaの資料でもA型が74パー

セントを占めており,総 じてA型の籾をもつ

稲が優占的に栽培されていたことが推察され

る｡ 18世紀になって建立された Shwetansa

Pagodaの資料ではA型が54パーセント,C
型が38パーセントとなり,A型の籾が過半を
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占めるものの,C型が前 3者にくらべて増加

している｡ A型が優占していた以前の時代と

は異なった粗型の割合を示 している｡

4) Pagan(B-74-08-14,Bl79-34-41)

9世紀の Sarabha門から13世紀に建てら

れたWetkyi-inX_ubyaukkyiに至る15点の資

料が Paganで採集されている｡このうち B-

74-11には完全粗が全 く含まれていなかった

が,他の資料には多 くの完全粗が含まれてい

た.B-79-36と38ではA型がそれぞれ41パー

セント,46パーセントで50パーセントを下回

ったけれども,他の資料では全てA型が過半

を占めていた｡ しかも,測定された14点の資

料のうち,A型の優占するものが5点あり,

全体としてみればA型の粗の割合が非常に高

かったのが Paganの籾型の特徴であるo

Paganの建築物に使われた煉瓦は,Pagan

で焼成されたものだけでなく,当時の版図内

の各地からパゴダ,寺院の建築に寄進された

ものがあるという｡また,この時代のもっとも

主要な米どころであった Ⅹyaukseや Minbu

からは,大量の米が王都 Paganに輸送され

ている｡ 従って,Paganで得 られた粗殻は,

Paganだけでなく,当時の上ビルマの各地で

栽培されていた稲に由来するものであり,こ

の調査で得 られた結果は,Pagan周辺を含む

上ビルマのかなり広範な地域の稲の特徴を示

すものと考えるべきであろう｡

5) シックン川流域 (B-74-01,02,B-79-27

-31,45)

Yamethin,Toungooで各 2点,Peguで4

点の資料を採集 したが,そのうちの4点 (B-

74-01,02,B-79-29,31)には完全籾が含まれ

ていないか,ごくわずかであった｡Yamethin

で得たBl79-27と45ではA型が約50パーセ

ント,C型が約40パーセントを占めており,

両タイプの籾殻が相半ばしていた｡Toungoo

では計測された完全籾24粒の全てがA型であ

った｡Peguで得た4点の資料のうち,比較
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的完全粗の多かった B-79-30ではA型が72

パーセントを占め,残 りはC型であった｡ 以

上から,14～15世紀のシックン川流域では比

較的A型の籾型をもつ栽培稲が広 く分布 して

いたものと推察される｡

6) Kyaukse周辺 (B-74-30,I3-79-01-06,
17,18,23,43)

この地域で得た資料のうち, もっとも古い

ものは,ビュー族の遺跡と推定されるMaing一

mawから採集 した 5点の資料である｡いずれ

の資料中にもそれほど多 くの完全籾は含まれ

ておらず,計測できた粗数は8から22の範囲

にとどまった｡B-79-02でC型が57パーセン

トとなり,長粒種が過半を占めたが,一方,

B-79-03ではA型 が82パーセ:/トで優占種

となった｡ 他の04,05の資料では,A型がほ

ぼ50パーセント,C型が35パーセント,B型

が15パーセントを占めており,Maingmawで

得 られた資料全体を通 じてはA型がもっとも

多 く分布することが認められたものの,前述

の同 じビュー族遺跡でみられたようなA型の

明確な優占性は Maingmaw では認められな

かった｡

パガン時代あるいはシャン族諸王の時代に

建てられた,HlaingTet,Myingsaing,Pinle

などの城虻や Natogyi の Leythaunkhan

Pagodaから採集された資料では,A型とC型

とが相半ばするもの (B-74-30,13-79-23,43)

と,A型が過半を占めるもの (lト79-17,18)

とがあった｡

Kyaukse周辺地域では,Maingmaw の時

代からアヴァ時代まで比較的A型が多 く分布

したものの,C型の占める割合 もけっして小

さくない場合 もあって,同時期のビュー族遺

跡や Paganなどにくらべて,長粒種が多 く見

出されたことが, この地域の特徴である｡

7) Ava,Pinya,Sagaing(B-74-28,29,31

-35,Bj9110-16,21,22)

B-74-34と B-79-12を除けば,全てシャ

ン族諸王ならびに Ava遷都後 の トング-王

朝の時代の建造物 か ら採集 された資料 で あ

る｡ この地域で集められた資料のうち,計測

数の少なかった Bl79-13,21,22の3資料を

除 く,13点の資料について籾型の特徴をみる

こととする｡ このうち,A型が過半を占める

資料は7点で,A型,C型が相半ばする資料は

4点,そしてC型が過半を占める資料は2点

であった｡ 全体としてこの地域をみればA型

がもっとも多 く分布するものの,C型が比較

的多 く混入されていた点は,前述のKyaukse

周辺の場合と共通する特徴である｡また,C
型がA型よりも多 く含まれる資料が得 られた

ことは,長粒種の栽培がこの地域で比較的拡

大 しつつあることを示唆するものとも考えら

れ,栽培稲の変遷過程を探るうえで興味のあ

る点である｡

8) Mandalay周辺 (B-74-15-17,24-27,

36,B79-07-09,19,20)

この地域で得た資料は,Mandalay北郊に

位置するTaungpyon村 の Sutaungpyiで採

集された B179-08を除けば, いずれも18世

紀以降に属する資料で, 2回の調査で得 られ

た全ての資料のうちもっとも新 しい時代に属

するものである｡13-79-08は建設年代が11世

紀といわれる建築物から採集されたが,その

年代の信想性に疑問もあるので,4) 比較的近

年の18世紀以降に属する資料のうち,完全籾

の少なかった B179-19を除 く11点の資料に

ついて籾型の特徴をみることとする｡これら

のうちA型 が優占種として含 まれる資料 は

4)Taungpyon村のSutaungpyiは11世紀にAnaw-
rahta王により建立されたと伝えられており,
--ヴェイ[1976:45]もその点についてふれて
いる｡しかし,Sutaungpyiに帝巳られる精霊はビ
ルマ全土の信仰をいまもなお集めていることか

ら,現在残る建物が創建当時のままであるかど
うかには疑問が残る｡従って,本稿ではこの資
料については籾殻の計測結果のみを示すことと
した｡
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B-74-24と26で,それぞれ100パーセント,

87パーセントの割合を占めていた｡また,A

型が過半を占める資料も7点あり,その割合

もB-74-27の79パーセントからB-74-36の

52パーセントまでと,比較的A型の籾殻を多

く含む資料が多かった｡ 一方,C型が過半を

占める資料は1点で,A型とC型が相半ばす

る資料 も1点にすぎず,全体 と して みれ ば

Avaや Kyaukseの資料にあらわれたほどに

はC型の割合は高 くなかった｡このことから,

比較的近年においても短粒の籾をもつ稲がな

おこの地域で広 く栽培されていたことが推察

された｡

9) Taunggyi周辺 (B-79-24-26,46)

シャン州 の資料は,Bodithat村とMaing-

pun村で採集された12世紀の資料 3点と,

Nyaungshweの19世紀の資料 1点である｡計

測枚数の比較的多かったBodithat村のB-79

-25とNyaungshweの26について籾型をみ

ると,25ではA型が77パーセントを占めてほ

ぼ優占しており,26でもA型が56パーセント

と過半を占めていた｡一方,C型は25で23パ

ーセント, 26では13パーセントであった｡

B-79-26の特徴はC型にくらべてB型 が多

く含まれていたことで,C型の13パーセント

に対してB型は31パーセントを占めていた｡

他の 2点の資料はいずれも10粒以下のわずか

な完全籾を含むにすぎなかったが,籾型の割

合はNyaungshweの資料26に似て,C型より

もB型の多い点が特徴的であった｡全体とし

てはA型の短粒種がもっとも多 く混入されて

いたが,かなり近年までB型の大粒種の籾が

長.粒種よりも多 く含まれていた点は注目され

てよいであろう｡

10) Myohaung(B-79-32,33)

14世紀の創建になるShwezigonPagodaか

ら採集された二つの資料は, 2回の調査で得

た唯一のイラワジ･デルタ地帯の資料である｡

両資料ともほぼ類似 した籾型の割合を示 し,
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A型が過半を占めてもっとも多 く含まれてい

た｡A型の占める割合は B-79-32で50パー

セント, B--79-33で66パーセントであった｡

他の時代の資料がないため,この地域の特徴

をこれ以上はつかみえないが,いずれにせよ,

A型が多 く含まれていた点は,同時代の他の

地域とも共通する特徴であるといえよう｡

以上,各地域ごとに籾型の特徴を述べてき

たが,ほぼ全ての地域に共通 して,A型の短

粒種の籾殻がもっとも多 く含まれ,C型がそ

れに続 くことが明らかになったであろう｡各

地域で採集された資料が特定の時代に偏って

いたため,その地域内での粗型の変遷は明確

にはできなかったが,例えば Shwebo周辺や

Taunggyi周辺でみられたように, ほぼ同じ

地域であっても時代が下ればA型の占める割

合が低下 してきた点などは,特定の地域内に

おける粗型の変遷過程の特徴を示唆するもの

といえよう｡ また,A型の多かった Pagan

の煉瓦に含まれる籾殻が,前述 したように当

時の上ビルマ一帯の稲に由来するならば,そ

の後に続 くAvaや Kyaukse周辺地域にお

けるC型の占める割合の増加も,Shweboや

Taunggyiの場合と同様,同一地域内でのA

型の割合の低下を示す例とも考えられるであ

ろう｡以上のようにまとめられる地域的な籾

型の分布を,さらに広い視野のもとで比較検

討するために,時代別にみた籾型の変遷過程

について得られた結果を次に述べることとす

る｡

2. 時代別にみた枚型の変遷

1.で述べた各地域の籾型にもとづいて, ど

ュー時代から19世紀に至るまでのビルマにお

ける栽培稲の籾型の変遷を検討する｡ すでに

述べたように,煉瓦中に含まれる完全籾数が

少ない資料,すなわち各資料中で完全枚数が

10に満たないもの,あるいは時代同定の明確
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でない資料は, ここでは検討の対象か ら除 く

こととした｡

判定された各資料の籾型を,数世紀ごとに

時代を区切 って示 したものが表 2である｡ 時

代区分は, ビルマにおける王朝交代史にほぼ

対応 しており,10世紀以前は王朝時代に入 る

表2 枚 型 の

以前の ビュー族の時代,次いで11-13世紀は

パガン王朝時代,14-17世紀はシャン族諸王

ならびに トング-王朝の時代,そして18世糸己

以降はコンパ ウン王朝 の時代 にほぼ該当す

る｡

まず,10世紀以前, ビュー族の時代に属す

変 遷 過 程

調 査 地 域 10世紀以前

Beikthano

Srikshetra

Halingyl

Maingmaw

Pagan

Kyaukse,Ava,Mandalay周辺

シックン川流域

Taunggyl

Myohaung

159

ll-13世紀 14-17世紀 18世紀以降

74-05:A*C
74-06:A**C
74-07:A**

74-03:A*BC
74-04:A*BC

74-21:A*BC 74-23:A*C
74-22:A**C

79-02:Ac♯
79-03:A**C
79-04:ABC
79-05:ABC

74-14;A**C
79-41:A**C

74-09:A*BC
74-12:A≠c
74-10:A**
74-13:A*BC
79-37:A**
79-40:A*C
79-38:ABC
79-35:A巾C
79-34:A*BC
79-39:A*C
79-36:ABC

74-30:A≠c
79-23:AC
79-43:ABC
79-17:A*BC
79-18:A*C

79-25:A*C

74-31:A*BC
74-32:AC*
74-35･.ABC*
74-28:A*BC
74-33:ABC
74-29:AC
79-06:A*C
79-15:A*C
79-16:ABC
79-14:A*C
79-10:A*C
79-ll:Al∋C

79-27:ABC
79-45:A*C
79-28:A**

79-32:A*BC
79-33:A*BC

74-15:A*BC
74-16:A*BC
74-17:A*C
74-20;A巾C
74-26:A**
74-27:A*C
74-34:A*C
74-36:A*C
74-24:A**
74-25:AC*
79107:ABC
79109:A*BC
79-12:A*BC
79-20:A*BC

79-26:A*BC

同一期間に属する資料は,各調査ごとにまとめたうえ,各資料の推定年代の順に配列されている.
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る資料13点に共通する特徴は,一部の例外を

除けば,A型がいずれの地域でももっとも多

く含まれていたことである｡ とりわけ,A型

の籾殻を80パーセント以上含む資料が全資料

のほぼ半数に近い6点もあったことは,この

時代の際立 った特徴といえるであろう｡ この

時代に属する五つの地域のうち,気候的に比

較的乾燥程度の厳しいBeikthano,Halingyi,

PaganなどでとくにA型が多 く含まれていた

ことも,後述の栽培稲の変遷を考えるうえで

注意されてよいように思われる｡Maing-aw

の資料がこのなかにあって他地域とは異なっ

た籾型分布を示すことは前述 したとおりであ

るが,この時代を全体としてみるならば,A
型の圧倒的な優占性をその特徴としてあげる

ことは可能であろう｡

パガン王朝の時代 も,A型が優占的に含ま

れていたという点では, 前述の10世紀以前の

時代とはぼ同様な籾型の分布を示 している｡

なかでも Paganにおいて採集された資料で

は,A型をとくに顕著に含むものが多 く,80

パーセントを超えるものが 2点,はば70パー

セントを占めるものが4点であり,A型が過

半に達しないものはわずか 2点にすぎなかっ

た｡ビュー時代の粗型の特徴は,この時期の

Paganにおいてもなお継承されていたとみて

よいであろう｡ 一方,Kyaukse付近の諸城虻

で採集された資料をみると,この地域の全て

の資料 5点のうちA型が70パーセントを超え

るものがわずかに1点あるのみで,同時代の

Paganの資料よりも,むしろ前期の Maing一

maw の資料と籾型分布においては共通性が

より強 く認められた｡資料が少ないけれども,

この時期のTaunggyiや Halingyiの場合は

A型がほぼ優占的に含まれていた点を考慮す

れば,この時期に Kyaukse地方を中心､とす

る地域ではC型の粗をもつ稲が相対的に広 く

栽培されていたことが推察されよう｡

次に,14世紀から17世紀にみられる籾型の
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特徴をみてみよう｡ Ava,Pinya,Sagaingで

採集された12点,シッタン川流域の 3点,イ

ラワジ ･デルタ Myohaungの2点,計17点

の資料がこの時代に属する｡ シックン川流域

や Myohaungの資料が少ないために,この

時代の籾型の特徴はAvaや Pinya,Sagaing

などの資料によってほとんど代表されること

になるが,全体としてみれば,前の時代にく

らべてさらにA型の占める割合が低下 し,そ

れに代ってC型が増加 している点がこの時代

の顕著な特徴といえよう｡ とはいえ,A型が
もっとも多 く含まれていることは,これまで

の時代と共通するところである｡ A型の割合

の低下は,例えば Ava付近の12点の資料に

みられるように,A型が70パーセント近 くを

占める資料がわずか 1点にすぎず,過半に達

しない資料が 5点あった事実がよく示 してい

るであろう｡ このようなC型の増加が他の地

域でも同時に起こっていたのかどうかは,シ

ックン川流域や Myohaungでこの時期以前

の資料が得 られていないため不明であるが,

少なくとも,Kyaukseか ら Sagaingに至る

上ビルマの中心部では,この時代に以前に増

してC型の粗をもつ稲が増加 しつつあったと

みてよいであろう｡

最後に,18世紀以降に属する資料からこの

時期の籾型の特徴をみることとしよう｡ ほと

んどの資料がMandalayとその周辺地域で採

集されているので, いわばこの時代の限定さ

れた地域の粗型の特徴を示すにすぎないもの

であるが,資料全体を通 じてみれば,以前の

アヴァ時代にくらべてA型の占める割合の大

きいことが注目されよう｡ Mandalay周辺で

採集された全資料14点のうち,A型が過半を

占めるものが12点あり,うち4点は70パーセ

ント以上, 2点は80パーセント以上を占めて

いるのに対 して,C型が過半を占めるものは

わずか 1点であった｡Kyaukse周辺や Ava

周辺で17世紀に至るまで認められたC型の増
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加傾向がこの時代のMandalay周辺では確認

されず,むしろA型の優占性がなおこの時代

に至っても継続 していたことを示唆するもの

といえよう｡

以上,各時代ごとの籾型の特徴をみてきた

が,少なくともパガン王朝時代まではかなり

の地域に共通してA型短粒種の粗が優占する

一方,同時期の Kyaukse周辺などではC型

長粒種が出現しはじめ, アヴァ時代に至って

それがさらに拡大したことが明らかにされた

ものと考えられる｡しかしながら,調査の対象

となった期間を通 じて,A型短粒種がC型長

粒種よりも多く煉 瓦 中に含 まれていたこと

が,いずれの地域でも確認されており,19世

紀に至るまでなお短粒種がかなりの範囲にわ

たって栽培されていたものと推察されよう｡

本調査の対象となった千数百年の期間のな

かで,13世紀から14世紀にかけての期間は籾

型の変化においてもっとも顕著な時代であっ

たことが認められる｡ この時代は,あたかも

パガン王朝崩壊後のビルマ史における混乱期

ともいえる時代に対応する｡中央平原稲作地

帯におけるシャン族,ビルマ族そしてモン族

の角逐のなかから,新 しい稲作の萌芽がみら

れ,それが今日に引きつがれている｡

Ⅳ 考察- 栽培稲の変遷と稲作の展開-

1. 栽培稲の種類と特性

現在ビルマで栽培される稲品種群は,作李

と生育期間の長さによって mqyz'n,Aau々γ2'n,.

AaukiTat,Aauh々γ2'の4群に大別されるomay2'n

は乾季の稲で生育期問 が140-150日,他の

3群 はいずれも雨季作 の稲で,生育期問は

hau砂3'nが140-150日の早生種,hauhZazが

150-170日の中生種,Aauh勿Zlが170-200日

の晩生種である [山田 1961:251｡一方,稲

品種はその粒の大きさによっても分類されて

おり,とくにデルタ地帯における米の重要性

のゆえに,この分類法は下ビルマにおいて広

く普及 している｡いま長幅比の大きいものか

らあげれば,EmatAa(3.30以上),Letyze,ezz'n

(2.80-3.30),Nga∫ez'n(2.40-2.80),Mz'do22

(2.00-2.40)とい う順 にな り,このほかに

大粒種の Byaz(無琶種:2･25-3･30,有だ

種:2.80-3.40)がさらに分類 されて いる

[Hendry1926:296]｡

ところで,これら二つの分類法は,互いに

どのように関連するのであろうか｡概してい

えば,小粒のNga∫e2'n,Letyze,ezin,Ematha

などは中生種のAauhLTatに,Mzldon,大粒の

Nga∫ez'n,Byatなどは晩生種のAauA々γ2'に属

するといわれている [Anonymous 1944:8;

山田 1961:25]が,むしろ,これら二つの分

類法の間には明白な関連がなく,各籾型にそ

れぞれ早生,中生,晩生が存在する [Hendry

1926:296]とみた方が適切であろう｡ その

ため,例えば現在の品種群のなかでは比較的

b̀old'5)な種類とされ,下ビルマ一帯に広 く

分布するNga∫ezlnの場合をとっても,Nga∫ez'n

であるからといって早生種であるとか,逆に

晩生種であるとは即断できないわけである｡

このように現在ビルマで通用 している籾型の

分類基準では,栽培稲の生育期問などの生育

特性との関連を明らかにすることは,ほぼ不

可能といわねばならない｡

さて,Nga∫ez'nが比較的 b̀old'な品種群で

あると述べたが,それでは現在用いられてい

るこの籾型の分類基準を松尾 [1952:9]の籾

長 ･籾幅相関図に記入 した場合,各籾型の籾

5)Hendry[1926:297]によれば,Ematha,Lezy-
wez2'nの2品種は粒型が t̀hin,'他の3品種は
b̀old'とされている｡わが国にこの分類法が紹
介される場合,前者が長粒種,後者が円粒種(大
粒種)と訳されることが多いが,この t̀hin'あ
るいは b̀old'という表現は米粒の形を示すと同

時に精米時の砕米出現の難易度をも示すことば
とみるべきで,籾の形からすれば, b̀old'を直

ちに円粒種と呼ぶことは適切ではないといえよ
う｡
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長 ･粗幅の分布はどのよ

うな範囲におさまるので

あろうか｡それをみたも

のが図 4である｡図から

明らかなように, もっと

も短粒で,かつ b̀old'な

品種群であるMz'donも,

本稿でとりあげた粗塾の

分類基準からみれば,ほ

ぼA,B,C3籾型の中

間に位置し, もっともポ

ピュラーな品種群である

Nga∫e2'nはむしろC型の

長粒種に分類されること

が理解できよう｡従って

b̀old'と呼ばれるのは,

イラワジ ･デルタ開発時

代以降の水稲品種群のな

かで相対的に短粒でずん

ぐりした粒をもつグルー

プであったからにすぎな

いといえるのである｡

現在ビルマで用いられ

る籾型の分類基準では,

稲の早晩性などとの関連

も明らかにされず,さら

には,図4に示 したよう

に,これらの粗型は本稿

でA型と表現 した短粒種

にくらべたとき,いずれ

もがむしろ長粒種と呼ぶ

べき籾型をもつ品種にす

2 3 4 (mml

粗 幅

図4 現在のビルマにおける粗型による水稲品種の分類と各品種群
の籾長･籾幅分布

(Hendry【1926]の分類を松尾 【1952]の相関図に記入)

ぎなかったことを考えれ

ば,ここでもう1度A,B,C3型の稲の形

態的 ･生態的特性にたちかえって,ビルマに

おける過去の栽培稲の性質を推定する必要が

あるといえるであろう｡

調査の方法で述べたように,A型はジャポ
ニカ種あるいはジャポニカ類似の品種群,B
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型はジャバニカ種,C型はインディカ種の稲

に対応 している｡形態的には,籾型の違いに

応 じて草型などが明らかに対応 しており,A
型は短梓で穂が短 く,B型は長梓で穂 も長 く,

C型は長押で穂はA,B両型の中間になると

いう特徴を備えている｡生態的には,とくに生
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育日数に関係する基本栄養生長性,感光性,感

温性といった性質について各品種群の特性が

調べられている｡すなわち,感温性について

は3者の間に明確な差異は認められないが,

他の性質については明らかな差異が認められ

ている[同上論文 :90]｡これによると,基本栄

養生長期問のもっとも長い品種群はB型で,

次いでC型,A型の順となり,熱帯産のA型

品種群は日本の栽培稲とほぼ同じ程度の基本

栄養生長性を備えている｡また,感光性程度

については,B,C型が小さかったのに対し

て,A型では小さい品種群か ら大きい品種群

まで幅広い変異を示すことが明らかにされて

おり,これも日本の栽培稲とほとんど類似 し

た特性を示すものである｡筆者らが,煉瓦に

含まれたA型の稲をジャポニカ類似の品種群

と呼ぶ所以である[Watabeeza7.1976:17].

こうしてみると,短い基本栄養生長期間と広

い感光性程度の幅を有するA型品種群は,熱

帯地域の栽培稲のなかではもっとも生育期間

の短い早生のグループに属しており,一方,

現在ビルマ各地に広 く栽培されるようになっ

たC型品種群の稲は,その長い基本栄養生長

期問と小さい感光性程度のゆえに, 中生 ･晩

生のグループを代表しているといってさしつ

かえないであろう｡

では,煉瓦中に含まれていたB型の籾は,

どのような稲に由来するのであろうか｡松尾

がB型と分類した稲は,陸稲あるいはジャバ

ニカと呼ばれる水稲のグループである.現在

のビルマの栽培稲では山間地帯の陸稲や水稲

の Byatのグループがこれに相当するもので

ある.図4に示 したように,有苦のByatは

明らかに大粒種であるB型に属しており,そ

の生育期問もビルマの稲のなかではもっとも

長いグループであった [Anonym()us 1944:

8]ことから,ジャワを分布の中心とするジャ

バニカ種の稲と考えて間違いないであろう｡

しかしながら,煉瓦に含まれていたB型の粗

がこの Byatに由来するものであったかは疑

問である｡Byatの分布する地域が Moulmein

付近に限定 されていたとする記述 [Hendry

1926:302]や,ジャバニカ種がその基本栄養

生長性の大なるゆえに低緯度地方に適応 した

グループであることを考慮すれば,煉瓦中の

B型の粗がこのBγatに由来するとは考えに

くいか らである｡そうでないとすれば,この

B型の籾は,残る陸稲に由来するものである

といっても大きな間違いはないように思われ

る｡例えば,現在でも焼畑で陸稲栽培の行わ

れているシャン州のTaunggyi周辺で得 られ

た煉瓦中に比較的B型の籾の割合が高かった

ことや,筆者らが 2回の調査においてランダ

ムに採集 した現在の栽培稲の籾型のうち,B

型に属するものがほとんど全て陸稲であった

事実 (図 5参照)などは,煉瓦中のB型の籾

殻を陸稲由来のものとする筆者らの推定を支

2 3 4

籾 幅
5tmm)

図5 ビルマ採集品種の粗長 ･籾幅分布
完熟粒25粒の計測結果から得た各品種の平均粗
長 ･籾幅を示す0
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持するものであろう｡以上か ら,煉瓦中に含

まれていた三つの粉型は,次のような栽培稲

に由来するものと結論されるであろう｡ すな

わちA型短粒種は早生の水稲品種群に,C型

長粒種は中生･晩生の水稲品種群に,そしてB

型大粒種は陸稲品種群に相当し,さらに,現在

のビルマの稲品種群にあてはめれば,A型が

haze々γ2'n,C型が hauhZatあるいは hauA々γ2'

に対応すると結論できる｡

2. 栽培稲の変遷と稲作の展開

結果で述べたように,籾型の歴史的な変遷

は,13世紀パガン時代までの圧倒的なA型の

優占と,それ以後の時代における相対的なA

型の減少,それに伴うC型の増大とによって

特徴づけられた｡しかしながら,19世紀に至る

まで,上ビルマにおいてはA型がC型を凌駕

し,調査の対象となった全期間を通 じて全体

的にはA型がより多 く分布 したことも,籾型

の変遷におけるもうひとつの特徴であった｡

以上の結果を,前節で述べた籾型と栽培稲

との関係から整理すれば,ビルマの栽培稲は

次 のように変遷 したもの と推定 されよう｡

すなわち,パガン時代 までの早生 品種群 を

主体 とする時代 から, 12-14世紀における

Kyaukseや Avaを中心とする地域での中 ･

晩生品種群の登場,そしてそれ以降の中 ･晩

生品種群の漸増する時代への変遷として整理

されよう｡

ビュー時代からパガン時代までの圧倒的な

A型の優占,すなわち早生品種群の優占は,

この時代に早生品種群を中心とした比較的栽

培期間の短い稲作が主流であったことを物語

っている｡Ⅰ∋eikthanoや Halingyi,あるいは

Paganなどの上ビルマの乾燥地帯で稲作が可

能となるためには,濯概施設による水の確保

か,あるいはhainglandや池辺の減水期の水

利用 [渡部 ら 1980:346]が前提となる必要

があり,たとえ雨季の降雨に頼る天水稲作が
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行われていても,わずかの降雨によって稲の

生育を全うするためには,早生品種のなかで

もとりわけ生育期間の短い品種の栽培が必須

の要件となったであろう｡従って,煉瓦中の籾

殻から推定された栽培稲が圧倒的に早生品種

群であったことは,たとえこの時代に港概稲

作が行われていても,晩生稲を栽培できるほ

どに十分な水を確保するまでには至らない,

中小規模の港概が少なくなかったことを示す

とともに,むしろ,減水期稲ともいえるmay3'n

の稲作や,生育の不安定な天水田での早生品

種の栽培がより広範に行われていたことを示

すものと推察される｡

ところで,このような圧倒的な早生品種群

の分布のなかで, ビュー時代における Srik-

shetraや Maingmaw,あるいはパガン時代

における Kyaukseは,同時代の他の地域と

は異なった籾型の分布を示 した地域である｡

Srikshetraの城虻では外壁に囲まれた都城の

北半分が全て水田であったことが確認されて

おり[MaungHtinAung 1967:10],ここで

小規模ながらも濯概稲作が行われていたもの

と推定される.また,パガン時代の Kyaukse

は,シャン州からの豊富な河川水を利用 した

大規模河川濯概が開始された地域である｡ 他

地域とは異なった粗型の分布がこのような港

概施設の建設と関係 したであろうことは,C
型が中 ･晩生品種群であり,その栽培のため

にはより長期的に安定した水の供給,確保が

必要とされることから,十分に納得できると

ころである｡従って,SrikshetraやKyaukse

付近が,同時代に他地域では早生品種群主体

の稲作が広範に行われたなかで,栽培期間の

延長による生産力の増大と生産の安定化をい

ちはや く実現 した,ビルマにおけるもっとも

進んだ稲作の行われた地域であったことを,

煉瓦中の籾型は示 しているといえよう｡

14世紀以降における Kyaukse,Avaを中

心とする地域でのC型の増大 も,この地域に
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おける濯概稲作が前述の時代に引き続いてさ

らに発展 しつつあったことを示唆するものと

考えられる｡ 伊東 [1979:78]はビルマにお

ける在来 の港概技術 と稲作発展 について,

Kyaukseにおける大規模河川港魁 や 中部ビ

ルマの大規模な溜池港概がhauhZy2'の導入拡

大をもたらしたと述べているが,6) 籾型の変

遷か らみても,この時期に中 ･晩生品種群が

拡大 したことが確認されたことか ら,この地

域の濯淑施設の建設がこれら品種群の拡大に

大きく関与 したことはほぼ間違いのないとこ

ろであろう｡

ただ,この時期においても早生品種群がな

お広範に栽培されていたことは,A型の分布

によっても推定されるところである｡ このこ

とは,Kyaukse地方の河川濯概稲作や,その

他の地域における大規模な潜池濯概稲作の地

帯を 1歩はずれれば,なお早生品積群に頼 ら

ざるをえない水供給の不安定な稲作が広範に

行われていたことを示唆するものである｡上

ビルマにおける港翫稲作の発展を強調 しすぎ

て,ともすれば見落とされてきた天水稲作や

haz'nglandの稲作が,むしろこの時代の稲作

のより大きな部分を占めていたことにも注意

が向けられる必要があるものと思う｡

その点で,19世紀に至るまで上 ビ ルマ一帯,

なかんず くKyaukseや Mandalayを中心と

する地域です ら,A型の籾が常にもっとも多
く見出されたことは,王朝時代のビルマの稲

作の段階をうかがううえで重要である｡たし

かに,Kyaukse地方においてはパガン時代以

6)伊東 [1979:79]は,大規模潅翫施設の建設によ
り導入･拡大された栽培稲がkauhZyi品種群で
ある根拠として,ビルマで行われる籾型の区分
をあげているが,Ⅳ-1.ですでに述べたように,
この粗型の区分から栽培稲の早晩性を推定する
ことは適切でない｡しかし,港翫施設の発展に伴

ってビルマの栽培稲がmayl'72,hau匂′in,haukZat,
htluh匂′Zl-と変遷したとする伊東の見解は,著
者らの推定する早生品種群から中･晩生品種群
-の変遷とはぼ同様の結論と考えられる｡

降にも潅概施設の維持管理が継続され,大規

模溜池の修築 も行われているが[伊東 1980],

これ らによって晩生稲の栽培が可能となった

水田面積の拡大は,王朝時代を通 じて比較的

限 られていたのではなかったか と考 え られ

る｡ また,たとえ潅概可能面積が拡大 してい

たとしても,晩生種を安定的に栽培 しうるほ

どの港鶴水の確保は面的に達成されていなか

ったとも考えられるのである｡

20世紀に入 ってのちの記録によれば,上 ビ

ルマでは kauhZaZや hauh匂ノ2'の栽培が完全

に優占しており,mayinや hauZy2'nの栽培面

積は,これら中 ･晩生稲にくらべて,ごくわ

ずかにすぎない｡7)煉瓦中の籾殻から推定さ

れた19世紀までの早生品種群の優占的な分布

とくらべるとき,王朝時代とその後の英領時

代との問には大きなギャップが認められる｡

果たして,この100年近 くの期間に栽培稲の品

種選択に大きな変化が生 じたものか,あるい

はそれ以前から中 ･晩生品種群が優占してい

たのか,それを明らかにする文献資料は見あ

たらない｡ただ,晩生品種群が圧倒的に優占

するようになった20世紀初頭においても,そ

の栽培面積が,年々の気候条件,とくに降雨量

の多寡により大きく変動していたことは,こ

の種の稲の大幅な導入がまだ比較的新 しく,

その栽培面積の拡大 もなお流動的であったよ

うな印象を与えるのである｡例えば,20世紀に

入 ってからも,降雨量の少ない年にはhauhZat

や hauhhJVZlの栽培面積が大幅に減少 したり,

あるいは,潅淑規模の拡充に伴って,hauh々 γ2'

品種群の栽培面積が急激に拡大 しつつあった

事実 [Williamson 1929:81]などか ら判断

して,古 くか ら中 ･晩生品種群が優占してい

7)例えば,ShweboDistrictでは,1908年から1922
年までの期間の年平均稲作付面積が,maytn,
hauhli,kau匂ノZ■nなどの合計では7,607ェーカー
であったのに対して,haukZatとhauk匂′Z'の合
計では501,728エーカーであった[Williamson
1929:81]｡
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たとは首肯し難いのである｡

煉瓦中の籾殻から推定する限り,12-14世

紀に大規模な凍翫施設の建設に伴って上ビル

マに登場した中 ･晩生品種群の栽培は,王朝

時代を通 じてそれが優占種となるほどの展開

をみせたとは考えられず,英国統治下におけ

る港概事業の拡大充実をまってはじめて,覗

在みるようなこの地域の中心的な稲作として

の地位を占めるようになったと結論される｡

A型およびC型の籾の分布から推定された

ビルマの稲作の展開過程は以上に述べたごと

くであるが,ではもうひとつのB型籾の分布

はビルマの稲作展開のなかでどのような位置

を占めていたのであろうか｡煉瓦中の籾型分

布をみる限り,B型の占める比率は,ときに

30パーセント程度の大きな値をとる資料があ

るものの,A型あるいはC型とくらべてもき

わめて低い値であり,これはビュー時代から

コンパウン王朝時代に至るまでに共通する特

徴であった｡地域的にも,Taunggyiの資料が

比較的高い値をとった以外は,調査の実施さ

れたいずれの地域においてもわずかの分布を

示すのみであった｡ この結果は,B型の籾が

すでに述べたように陸稲に由来することを考

慮すれば,すでに早い時期から陸稲の栽培が

マイナーな稲作であったことを示している｡

現在なお陸稲がシャン州やカチン州の焼畑で

広 く栽培されているにもかかわらず,Burma

Properと呼ばれる中央ビルマでは ビュー時

代以降一貫して水稲栽培が稲作の主体をなし

ており,焼畑あるいは常畑における陸稲栽培

は,水稲栽培にくらべてごくわずかの面積を

占めるにすぎなかったことを示す といえ よ

う ｡

これは,他の東南アジア諸国,例えば隣国

のタイやラオスの場合にくらべて,ビルマ稲

作の大きな特徴といえる点である｡ タイにお

いては,チャオプラヤの平野部においてすら

14,5世紀までB型大粒種の籾がなお多数見出
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され,ラオスでは18世紀までこれが多数を占

めていた ｢Watabe 1973:1611ことと対比

すれば,調査の対象となった中央ビルマは,

東南アジア大陸部のなかでももっとも早 くに

水稲栽培が主要な稲作形態となった地域と考

えられる｡ すでに述べたように, Srikshetra

で早 くも10世紀以前にC型長粒種がかなり高

い比率で見出されたこととも関連して,少な

くとも王朝以前のビルマの稲作は,東南アジ

アに共通するその後の栽培稲の変遷過程をと

りわけ早 く先取りしていたものと推察される

のである｡

Ⅴ お わ り に

調査の対象となった19世紀までは,ビルマ

稲作が比較的ゆるやかな発展をとげた時代で

あった｡上ビルマで13-14世紀にかなりの比

率で中 ･晩生品種群が登場したことは,たし

かにビ ルマの稲作発展の過程を画する大きな

変化であったが,なおコンパウン王朝末期に

至るまで,早生品種群と中 ･晩生品種群とは

互いに併存しつつビルマの稲作を支えてきた

ものと考えられる｡19世紀に至って着手され

るイラワジ ･デルタの開発,あるいは19世紀

末にはじまる上ビルマの英国統治は,このよ

うな栽培稲の変遷過程を大きく加速させ,覗

在みられるようなhauAZy21優占の稲作が急速
に浸透 して,ビルマの稲作はここに至っては

じめて大きな変貌をとげることになったとい

えよう｡

著者 らの調査の範囲は地域的にも時代的に

も限られたものであった｡とくに,下ビルマ,

とりわけイラワジ ･デルタにおける資料が少

なかったことは, ビルマの重要な稲作地帯で

あるこの地域の栽培稲の変遷過程を明らかに

するうえで,大きな欠落部分を残 したといわ

ねばならな い ｡19世紀以降のAauA砂2'品種群

の急速な拡大が果たして古煉瓦中に残る籾殻
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か らも実証 され るものかどうか,今後の調査

に期 したいと思 う｡
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をいただいた｡また,在ラングーン日本大使館の館

資料
番号
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こに記して感謝の意を表する｡また,2回の調査は,
U MaungMaungTin,U KoungNyunt,U Thein

Kyu各氏との協同調査ともいえるものであった｡こ

れらの方々からの協力がなければ,短い滞在期間中

にこれほど多 くの資料を採集することはまず不可能

であったろう｡また,第 2回調査には高村奉樹氏(文

部省)にも協同研究者として参加いただいた｡これ

ら各氏を含め多 くの方々の協力のもとに調査が実施

されたことを想起しつつ,あらためて感謝の意を表
したい｡

付表 資 料 採 集 地 点 と 古 煉 瓦 の 推 定 年 代

点地隻採

第 1 回 調 査 (B-74-)

01 Zaing-gnalng,Pegu

O2 同 上

03 Shwetaga,Prone

O4 Hmawza,Prone

O5 Beikthano,Taungdwingyl

O6 同 上
07 同 上

08 Myinkaba,Nyaungoo

O9 同 上

10 同 上

ll MinnanthuノNyaungoo

12 Ⅰ'agan,Nyaungoo

13 Wetkyi-in,Nyaungoo

14 Pagan,Nyaungoo

15 Madaya,Mandalay

16 Amarapura,Mandalay

17 同 上

18 同 上
19 同 上

20 Shwebo,Shwebo

21 Halingyi,Shwebo
22 同 上

23 同 上
24 Mandalay,Mandalay

25 同 上
26 同 上

27 Amarapura,Mandalay

28 Sagalng,Sagalng

29 Ⅰ'aganyat,Sagalng

30 Kalagyaung,Kyaukse

31 Pinya,Tadau

32 同 上
33 Tadau,Tadau

古煉瓦を採集した建造物など
代
)
年
紀
定
世
推
(

MahazediPagoda基壇部 (1559年建設)

-ンクワディ王朝城虻城壁

PayagyiPagoda基壇部

Srikshetra城吐城壁 (ビュー遺跡)

Beikthano城址城壁東南部 (ビュー遺跡)

発掘地点 N0.3の建造物 (ビュー遺跡)

発掘地点 N0.5の建造物 (ビュー遺跡)

MyinkabaKubyaukkyi寺院 (1113年建設)

Abeyadana寺院 (1084年建設)

Nagayon寺院

Sulamani寺院 (1183年建設)
Allanda寺院 (1090または1091年建設)

Wetkyi-inKubyaukkyi寺院 (1280年建設)

Sarabha門崩壊部

Mandalay北方20マイルの Sagyin村に残るパゴダ

コンパウン朝王宮虻

コンパウン朝ボードーパヤー王宮:吐

TilungthamanSite

同 上

ShwetansaPagoda基壇部

Halingyi城址内王宮虻

Halingyi城虻南門

ShwegugyiPagoda基壇部

Mandalay城内建造物

同 上

MallamuniPagoda基壇部 (1784年建設)

Amarapura城虻城壁 (1784年建設)

Sagaing城虻城壁

KaunghmudawPagoda敷地

Myingsaing城虻城壁

Pinya城虹に残る僧院址

SIIWeZigonPagoda基壇部
MingalazediPagoda基壇部 (1481年建設)
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34 Ava,Sagalng
35 同 上

36 Mingun,Sagalng

東南アジア研究 19巻2号

Ava城比内橋梁遺構
Ava城址城壁
MingunPagoda基壇崩壊部 (1772年建設)

第 2回 調 査 (B-79-)

01 Maingmaw,Kyaukse
O2 同 上

03 同 上

04 同 上

05 同 上

06 Myodwin,Kyaukse

O7 MingunJSagalng
O8 Taungpyon,Mandalay
O9 Amarapure,Mandalay
10 Ava,Sagalng
ll 同 上

12 同 上

13 同 上
14 Tadau,Tadau

15 Pinya,Tadau
16 同 上

17 Kalagyaung,Kyaukse
18 同 上

19 Mandalay,Mandalay
20 同 上

21 Paganyat,Sagalng
22 Sagalng,Sagalng
23 Hlaingでet,Thazi

24 Bodithat,NyaungsllWe
25 同 上

26 Nyaungshwe,Nyaungshwe
27 Yamethin,Yamethin

28 Toungoo,Toungoo
29 同 上

30 Pegu,Pegu
31 同 上

32 Myohaung,Myaungmya
33 同 上

34 Pagan,Nyaungoo
35 同 上

36 Wetkyi･in,Nyaungoo

37 Myinkaba,Nyaungoo
38 同 上

39 同 上

40 Pagan,Nyaungoo
41 同 上

42 Wadi,Natogy1
43 同 上

44 同 上

45 Yamethin,Yamethin
46 Maingpun,Loilem
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Maingmaw城虻外壁北西部
Maingmaw城虻内壁北部
Maingmaw城虻外壁の南西外側,基地と推定される発掘現場
Maingmaw城虻中央部王宮虻(?)基壇部
Maingmaw城虻外壁南東部

Pinle城址城壁

MingunPagoda基壇崩壊部
Sutaungpyi寺院
ThudhamaSayat(1772年建設)
Ava城祉 (第2次)北側の橋梁遺構
Ava城址 (第2次)城壁の北西隅
MaiNuOkKyaung僧院
Ava城址 (第2次)南門
MingalazediPagoda基壇部
PayaThonezu基壇部
ShwezigonPagoda基壇部
Myingsaing城址内壁とNanUPaya基壇部
Myingsaing城虻外壁
SamKyaung僧院壁
Atumashi僧院

KaunghmudawPagoda敷地
Sagaing王宮址への舗装路
HlaingTet城虻城壁南西隅

BodithatPagoda敷地境界壁
Bodithat城址南側城壁
YadanaManaungPagoda東側敷地内の小パゴダ

Yamethin城虻城壁南西隅
Toungoo城祉西門付近の外壁
Toungoo城虻内壁北部

ⅩyaikPunPa･goda基壇崩壊部
Pegu城虹外壁南部
ShwezigonPagoda.基壇崩壊部 (1364年建設)
ShwezlgOnPagoda.

Gawda･wpalin寺院尖塔部
Dhammayangyi寺院基壇部
Wetkyi-inKubyaukkyi寺院

Abeyadana寺院
Nagayon寺院
Somingyi僧院

Ananda寺院尖塔部
Sarabha門崩壊部
Wadi城吐城壁東部
IJeytllaunkhanPagoda基壇部 (1230年建設)

Wadi城祉城壁南部
Yamethin城址城壁

Alaungsithu王の建設になるパゴダ (名称不許)
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8
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渡部,田中 :ビルマにおける栽培稲の変遷と稲作の展開
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